「ＰＲアワードグランプリ」エントリーシート注意事項

●エントリーシートの文字は１０ポイント以上でお願いします。

●文章は簡潔明瞭でお願いします。
●エントリーシート記入の際は次ページの＜参考資料①基本記入要素＞＜参考資料②審査基準＞を参照してください。

●エントリーシートは＜参考資料②＞のあとに添付しています。

●エントリーには、エントリーシート（含む参考資料）の提出とエントリー料金の支払いが必要です。
●ＰＲ会社等が応募される場合は、事前にクライアントの承認を得てからエントリーしてください。
●なお、最終選考に残ったエントリーは、最終審査会（１２月９日）でプレゼンテーションしていただきます。エントリーにあたっては、この日程でプレゼンテーションが可能であることが前提となります。
●エントリー及びエントリー料金の振り込みは２０１５年１０月３０日（金）までに完了してください。
＊会員：\10,800(税込)、非会員（一般）：\21,600(税込)
●振込先：三菱東京ＵＦＪ銀行　築地支店　普通　４２５４８６５
※ご注意
・エントリー料は、振込領収書のコピーを同封してください。
・一度振込まれた料金は返金いたしかねます。
・ＡＴＭでお振込みの場合、必ず振込先、振込金額を出力するようにしてください。
・振込手数料は、エントリー者様のご負担となりますのでご了承ください。

・「日本ＰＲ協会会員」とは、応募時（2015年9月1日～2015年10月30日）に、会員としてご登録されています会社・団体の社員の方が対象となります。
・会員のグループ企業、もしくは系列会社・団体の方の種別は「一般」となります。

・ＰＲプランナー会員の方は、ご本人様のみ「日本ＰＲ協会会員」となります。（ＰＲプランナー会員が所属する会社の社員の方は「非会員」となります。）

・会員のご確認は、事務局までお問い合わせください。

●ご提出先：公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会

〒106-0032　東京都港区六本木6-2-31　六本木ヒルズノースタワー５Ｆ 
電話：03-5413-6760　FAX:03-5413-2147　Email：mail@prsj.or.jp
担当：中里・佐野・木崎
＊エントリーシート記入方法に関する説明会を東京は9月18日16:00～
大阪は9月25日(金)開催の「第241回定例会」終了後（18:30～予定）にそれぞれ開催いたします。　
＊個別の審査結果に関するお問い合せには、一切お答えいたしかねますので予めご了承ください。
＊詳細につきましては、当協会のホームページをご参照ください。
＜参考資料①―各項目の記入基本要素＞
　シートを記入していただく際の基本的要素です。この基本要素に加え、別紙の基本審査基準および各部門審査基準を参考にエントリーシートの各項目を記入してください。


	受理Ｎo.

	受付日


公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会

※文字の大きさは10ポイント以上でお願いします。

	業務の名称
	

	エントリー会社名
	
	いずれかに〇をつけてください

	
	
	1.協会会員
	2.非会員

	担当部署・担当者

及び連絡先
	●協会より連絡を差し上げることがありますのでお間違えないよう記入してください。
担当部署：

担当者名：

住所：〒
TEL：                            FAX:

Email：

	事業主体者
	●企業が主体となる応募の場合はエントリー会社名

●代理店・ＰＲ業が応募する際は
　得意先名を記載


	協力会社・団体等
	●実施時に協働した企業や団体
　があればその名称を記載



	応募部門

（いずれかひとつに

○をつけてください）
	１．コーポレート・
コミュニケーション部門
	２．マーケティング・
コミュニケーション部門
	３．ソーシャル・
コミュニケーション部門
	４．イノベーション／
スキル部門

	実施期間
	●現在も継続中の場合は末尾に（継続中）と記載してください。
西暦　　　　　　　年　　　月　　　から　　　　　年　　　月


	業務のねらい
※100字以内
	●業務の課題の重要度または難易度、目的やゴール目標、代理店やＰＲ業では得意先からのオリエン内容における重要ポイントなどを記入してください。


	業務の要約
※400字以内
	●課題解決のための戦略性や独創性などその業務におけるポイントと、実施した業務の内容を簡潔に記入してください。


	具体的な業務内容
※2000字以内
	●実施した業務内容が第三者に理解できるよう、具体的に記入してください。
●業務内容が多岐に渡る場合はそれぞれの業務内容と業務全体の中での位置づけ、目的、対象などがわかるよう記入してください。

●公表が可能であればそれぞれの業務の実施予算、または業務全体の実施予算を記入してください。



	活動成果

※1000字以内
	●業務の目的やゴール目標に対する直接的、間接的成果を記入してください。
●実施内容の専門性や完成度についても記入してください。

●パブリシティ成果の広告費換算は不要です。


	参考資料
（リストと概要）
※400字以内
	●報告書や実施時に作成、使用した各種ツール、モニタークリッピングなどエントリーシートに添付して提出する資料の一覧を記載してください。（エントリー時、資料返却時にこの

　リストと照合しますのでモレのないよう記載してください。）




＜参考資料②―審査基準＞

　参考資料①の基本記入要素に加え、基本審査基準および各部門審査基準を参考にエントリーシートの各項目を記入してください。
　　ＰＲアワード２０１５審査基準
＜基本審査基準＞

　１．Ｓｔｒａｔｅｇｙ＆Ｒｅｓｅａｒｃｈ

　　課題解決のための戦略性
　２．Ｉｄｅａ

　　課題解決のための独創性

　３．Exｅcution

　　活動内容の専門性または完成度

　４．Ｄｏｃｕｍｅｎｔｅｄ　Ｒｅｓｕｌｔｓ

　　目標に対する直接的・間接的成果

　　社会的または業界的影響力

　　※ただしパブリシティの広告換算は不要

　全部門に共通する審査基準です。
エントリーに際しては上記の基本審査基準と、エントリーする部門の審査基準を参考にエントリーシートを作成してください。
＜コーポレート・コミュニケーション部門＞

	審査基準
	比重％

	１．課題の重要度または難易度　
	20

	２．課題解決のための戦略性または独創性

　　・目標設定の明確さ。またはそれを達成するための戦略の独自性と
その成果。
　　・業務を実施するうえで組織内外のステークホルダーをどのように巻き込み、活動や意思決定プロセスに反映させたか。
	35


	３．活動内容の専門性または完成度　　
	10

	４．目標に対する直接的・間接的成果

　　・実施業務の社会的影響度とその意義。

　　・あるいは組織内に与えた影響とその意義。
	25

	５．社会的または業界的影響力

　　・実施業務が社会全体または業界に及ぼした影響度とその意義。　　　
	10



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  総和１００％

＜マーケティング・コミュニケーション部門＞　　

	審査基準
	比重％

	１．課題の重要度または難易度
　　・実施業務がどの程度解決困難な課題だったか。

　　・その課題は企業の成長にとってどの程度重要な課題だったか。　
	20

	２．課題解決のための戦略性または独創性

　　・課題解決のためにどのような戦略を立案し、効率的に解決できたか。

　　・課題解決のために用いたアイデアがどの程度独創的だったか。
	20

	３．活動内容の専門性または完成度

　　・実施業務はどの程度完成度が高かったか。
	20

	４．目標に対する直接的・間接的成果

　　・成果の達成は業務課題や目標に対してどの程度だったか
	20

	５．社会的または業界的影響力

　　・実施業務は社会全体または業界に及ぼした影響度。
	20


総和１００％
＜ソーシャル・コミュニケーション部門＞　　
	審査基準
	比重％

	１．課題の重要度または難易度
　　・組織の強みや技術を活かし、本業に即した社会的貢献・社会的活動内容か。

　　・限定された部門にとどまらず、組織全体で活動への関与ができているか。

　　・組織の利益創出と社会問題の解決との両立を図ろうと努力しているか。
	20



	２．課題解決のための戦略性または独創性

　　・社会への提言や政策提言（アドボカシー）等を含んだ内容か。
	  20

	３．活動内容の専門性または完成度

　　・人々の意識変革を目指すコミュニケーション活動が行われたか。

　　・ひとつのステークホルダー（組織）では対象となる課題の解決が困難な場合、外部のステークホルダー（例：行政、公共団体、学術・教育界、NPO、NGO、国際機関、地域社会など）を関係者として巻き込み、彼らとコミュニケーションを重ね、対等な立場での協力関係を築くことができているか。（マルチ・ステークホルダー）

　　・環境への負荷低減などサステナビリティに対する配慮があるか。

　　・組織の活動が社会に及ぼすネガティブな影響を最小限に抑えるためのリスクマネジメントができているか。

・社会的課題の解決を目指し、社会をより良くしようとする熱意や情熱が感じられるか。
	     20



	４ ．目標に対する直接的・間接的成果

　　・実施業務の社会全体に及ぼした影響度とその意義。

　　・あるいは組織内に与えた影響度とその意義。
	20

	５．社会的または業界的影響力

　　・社会的影響力は、短期的なものに終始せず、中長期的に持続できていか。（サステナビリティ）

　　・障害者や子供、老人、外国籍、あるいは疾病、貧困、被災などで困難に陥っている人など、社会的弱者の声を代弁し、彼らと共存できる社会を創ろうとする意思や思いやりを持っているか。（社会的弱者への配慮）
	20


総和１００％
＜イノベーション/スキル部門＞
　ＰＲ業務の革新、業界の発展に寄与すると認められる活動を評価する。個別業務はもとより人材育成、組織マネジメント、システム開発、理論・研究などＰＲに関する広範囲な領域を対象とする。
	審査基準
	比重％

	１．革新性
・これまでにない斬新な発想や切り口、手法で、社会や経営の発展に寄与すると認められるか。
	40

	２．展開性
・その取り組みに汎用性があり、他のＰＲの取り組みに展開できる可能性を有しているか
	30

	３．問題意識
・社会や事業の核心に寄与する明確な問題意識があり、それの解決を図ろうとする意思が感じられるか。
	30


総和１００％


	受理Ｎo.

	受付日


公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会

※文字の大きさは10ポイント以上でお願いします。

	業務の名称
	

	エントリー会社名
	
	いずれかに〇をつけてください

	
	
	1.協会会員
	2.非会員

	担当部署・担当者

及び連絡先
	担当部署：

担当者名：

住所：〒

TEL：                            FAX:

Email：

	事業主体者
	
	協力会社・団体等
	

	応募部門

（いずれかひとつに

○をつけてください）
	１．コーポレート・

コミュニケーション部門
	２．マーケティング・

コミュニケーション部門
	３．ソーシャル・

コミュニケーション部門
	４．イノベーション／

スキル部門

	実施期間
	西暦　　　　　　　年　　　月　　　から　　　　　年　　　月

	業務のねらい

※100字以内
	

	業務の要約

※400字以内
	

	具体的な業務内容

※2000字以内
	

	活動成果

※1000字以内
	

	参考資料

（リストと概要）

※400字以内
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